
民生費
141億3,166万

3千円
43.3%

民生費
141億3,166万

3千円
43.3%

総務費
58億2,498万円

17.8%

総務費
58億2,498万円

17.8%

公債費
30億1,905万
7千円
9.2%

公債費
30億1,905万
7千円
9.2%

衛生費
27億7,624万2千円

8.5%

衛生費
27億7,624万2千円

8.5%

土木費
21億2,284万円

6.5%

土木費
21億2,284万円

6.5%
教育費

26億1,195万6千円
8.0%

教育費
26億1,195万6千円

8.0%

その他
21億9,713万7千円

6.7%

その他
21億9,713万7千円

6.7%

目的別
326億8,387万

5千円

目的別
326億8,387万

5千円

一般会計歳出総額

326億8,387万5千円

　
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税
な
ど
が
、
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
、
市
の
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政
が
ど
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よ
う
な
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況
で
あ
る
か
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い
て
お
知
ら
せ
し
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す
。
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市
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政
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況
は
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全
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態
を
保
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て
い
る
こ

と
が
、
さ
ま
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ま
な
財
政
指
標
か
ら
分
か
り
ま
す
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（億円）

　平成29年度は、公共施設等整備基金に約16億円の積み立て
を行ったことや、新たな基金の取り崩しを抑えたことにより、
基金の残高が約19億円増加しました。

　基金は、自治体の貯金のことです。
　今後も、計画的な積み立て・取り崩しに努めていきます。
●平成29年度末残高
　一般会計 111億7,376万2千円
　特別会計 9億1,628万5千円

●基金残高の推移

平
成
29
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

基金

 

決け

っ

算さ

ん

平
成
29
年
度
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依存財源依存財源 自主財源自主財源
市税
134億
5,570万
3千円
40.0%

市税
134億
5,570万
3千円
40.0%

地方債
25億
2,680万
2千円
7.5%

地方債
25億
2,680万
2千円
7.5%

繰入金・
繰越金
19億
2,892万
4千円
5.8%

繰入金・
繰越金
19億
2,892万
4千円
5.8%

使用料及び手数料
5億4,555万3千円
1.6%

使用料及び手数料
5億4,555万3千円
1.6%

地方譲与税、
各種交付金など
23億
2,624万
6千円
6.9%

地方譲与税、
各種交付金など
23億
2,624万
6千円
6.9%

諸収入など
16億2,603万5千円
4.8%

諸収入など
16億2,603万5千円
4.8%

地方交付税
32億6,003万
9千円
9.7%

地方交付税
32億6,003万
9千円
9.7%

国県支出金
79億5,039万
4千円
23.7%

国県支出金
79億5,039万
4千円
23.7%

160億
6,348万
1千円
47.8%

160億
6,348万
1千円
47.8%

175億
5,621万
5千円
52.2%

175億
5,621万
5千円
52.2%

一般会計歳入総額

336億1,969万6千円

　地方債は、自治体の借金のことです。
　今後も計画的な借入・償還に努めていきます。
●平成29年度末残高
　一般会計 269億5,104万7千円
　特別会計 11億9,621万9千円
　水道事業 52億55万1千円
　下水道事業 100億1,266万5千円
●地方債残高の推移
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■下水道事業
■水道事業
■特別会計
■一般会計

（億円）

H26 H27 H28 H29（年度）

　平成29年度は、2億円の繰上償還を行ったことに加え、前年
度に引き続き地方債の発行を抑えたことにより、地方債の残高
が約10億円減少しました。

地方債

財政用語
知っておきたい！

歳入

■自主財源　市が自主的に調達できるお
金
○市税　市民税や固定資産税など
○繰入金・繰越金　基金からの繰入金
や前年度からの繰越金など
○使用料及び手数料　市営住宅の家賃
や公共施設の使用料など
○諸収入など　発掘調査受託事業収入
や各種教室の受講料など

■依存財源　国や県からの交付金や銀
行からの借入金
○地方交付税　全国どこでも必要最小
限の行政サービスが受けられるよう、国
が交付するお金
○国県支出金　特定の事業のために国や
県が交付するお金
○地方譲与税、各種交付金など　国や
県が徴収した税金の一部を市に分配する
お金
○地方債　大きな事業を行うための銀行
などからの借入金

歳出
○民生費　子どもや高齢者、障がい者な
どの福祉の費用
○総務費　行政の運営や戸籍、税金徴
収などの費用
○公債費　市の借金の返済などの費用
○衛生費　健康診断や予防接種、ごみ
処理などの費用
○教育費　教育や文化、スポーツなどの
費用
○土木費　道路や公園などの補修や建
設などの費用
○その他　議会や農・商工業、消防など
の費用

平成29年度 決算

広報ちくしの 平成30年11月15日5 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。
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　地方税など自治体の標準的な収入で合理的に行
政運営を行った場合にどこまで必要経費が賄える
かを測定する指標です。この指標は「１」に近く「１」
を超えるほど財源に余裕があるとされています。
　平成29年度は、市税の増加などにより前年度よ
り0.014ポイント改善しました。

平成29年度は 0.780 (前年度0.766)

財政力指数の推移

　毎年決まって入ってくるお金（地方税、普通交
付税など）が、毎年決まって出ていくお金（人件費、
借金の返済など）に、どの程度充てられているか
を示す指標です。この比率が低いほど財政構造が
弾力性に富んでいるとされています。
　平成29年度は、医療費の増加などにより前年度
より0.4ポイント上回りました。

平成29年度は 87.8% (前年度87.4%)

経常収支比率の推移

　自治体の財政状況を客観的に表し、財政の健全
化や再生の必要性を判断する指標です。
　本市の比率は国の定める基準を大幅に下回って
おり、財政状況は前年度に引き続き健全であると
いう結果となっています。
　平成29年度の実質公債費比率は、地方債の返済
額の減少により前年度より0.7ポイント改善しました。

平成29年度は 5.5% (前年度6.2%)

実質公債費比率の推移

※  実質赤字比率、連結実質赤字比率、将来負担比
率、資金不足比率は、いずれも比率が生じてお
らず、健全な状態です。

財政力指数

経常収支比率経常収支比率

健全化判断比率・資金不足比率
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会計名 歳入決算額 歳出決算額

国民健康
保険事業 110億1,445万円 109億9,481万8千円

住宅新築資
金等貸付事業 1,521万7千円 379万5千円

奨学資金
貸与事業 718万円 718万円

介護保険
事業 64億4,869万9千円 63億7,513万円

後期高齢者
医療事業 22億3,116万3千円 21億8,612万5千円

農業集落
排水事業 2億2,559万7千円 2億2,559万7千円

会計名 収入決算額 支出決算額

水道
事業

収益的
収支 20億6,623万5千円 17億1,718万2千円

資本的
収支 3億9,496万9千円 8億9,576万5千円

下水道
事業

収益的
収支 24億3,184万8千円 21億4,525万6千円

資本的
収支 9億2,454万8千円 15億6,273万9千円

　国民健康保険などの事業は、保険料など特定の収入
によって行うため、一般会計とは別に会計を設けています。

　地方公営企業法の適用を受け、公営企業会計によ
る独立採算制をとっています。

平成30年度上
か み は ん

半期
き

　筑紫野市の財
ざ い せ い う ん え い

政運営の状
じょうきょう

況をお知
し

らせします

会計名 予算現額A 収入済額B 収入率 
B/A×100 支出済額C 執行率 

C/A×100
一般会計 358億6,632万6千円 149億2,936万5千円 41.6% 130億5,596万4千円 36.4%
国民健康保険事業 97億9,152万3千円 35億3,600万2千円 36.1% 35億8,282万2千円 36.6%
住宅新築資金等貸付事業 479万8千円 1,381万7千円 288.0% 3万4千円 0.7%
奨学資金貸与事業 823万9千円 142万1千円 17.2% 369万2千円 44.8%
介護保険事業 63億8,218万円 25億3,460万3千円 39.7% 26億7,217万1千円 41.9%
後期高齢者医療事業 23億1,249万8千円 4億7,806万4千円 20.7% 9億5,311万1千円 41.2%
農業集落排水事業 2億2,927万1千円 1,499万5千円 6.5% 8,293万3千円 36.2%
二日市財産区 291万1千円 165万1千円 56.7% 17万円 5.8%
御笠財産区 2,329万6千円 66万9千円 2.9% 9万2千円 0.4%
平等寺山財産区 2,689万2千円 67万1千円 2.5% 11万9千円 0.4%

合　計 546億4,793万4千円 215億1,125万8千円 39.4% 203億5,110万8千円 37.2%

　市では、市民の皆さんが納めた税金の使い道や、市の財政がどのようになっているかを公表しています。今回は、
平成30年度の上半期（平成30年９月30日現在）の歳入歳出予算の執行状況を紹介します。

※平成30年９月30日現在の人口　103,776人

・市民一人当たりの市税負担額　71,765円（市税収入済額74億4,749万円に対する額）

・土地　327万6,156㎡ 　　 （平成30年3月31日現在）
・建物　21万9,299㎡　　　　（平成30年3月31日現在）
・基金　120億9,004万7千円　（平成30年9月30日現在）

・一般会計　279億7,523万2千円（平成30年度末見込）
・特別会計　10億7,636万6千円　 （平成30年度末見込）
・一時借入金（全会計）　0円　 （平成30年9月30日現在）

●詳しい内容は、市ホームページに掲載しています。　●問い合わせ先　財政課 財政担当

●財産の現在高 ●市債及び一時借入金の現在高

●市民の税負担状況

（消費税等込）

特
と く
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業
ぎょう

会
か い け い

計の決
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算収
しゅう

支
し
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じょうきょう

況
主な特別会計決算収支 公営企業会計決算収支

平成29年度 決算

広報ちくしの 平成30年11月15日7 問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111 にお願いします。


